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はじめに
いま、マネロン対策は不断の取組みが求められています。ＪＡにおけるマネロン対策の
最初のストッパーとなる営業店では、その役割の重要度を認識し、組合員・利用者に対
して臨機応変に対応しなければなりません。本書は、第１線の実務パフォーマンスの向
上を目指し、第１線の役割や業務内容をイラストでわかりやすくまとめました。より万全
なマネロン対策の実現にお役立てください。

PART1
マネロン対策の

基礎知識
まずは、ＪＡにおけるマネロン対策の全体像を把握しよう。第１
線の役割をしっかり認識し、同時に、第２線・第３線の業務へ
の理解も深めて、ＪＡ内の連携強化につなげよう。

も く じ
Let’s study!

Finish!
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マネー・ローンダリングとは1

（1） 定義
マネー・ローンダリング（資金洗浄。以下、

「マネロン」という）とは、犯罪等の違法行為

で得た資金（以下、「違法資金」という）を、

それが違法に得たものとわからないようにす

ることで捜査機関等による検挙を免れ、また、

合法的に得た資金と同じように使用できるよ

うにすることをいいます。

（2） 対策の目的
マネロンに当たる行為が放置されてしまうと、違法行為で収益を得た犯罪者や反社会的組織

が経済力をつけて、さらなる違法行為が繰り返されることになるだけでなく、違法資金が経済

活動に流入することで、健全な経済活動が阻害されることにもなってしまいます。

　そのため、私たちの生活の安全や経済の健全な発展を守るうえで、マネロンに対する十分な

対策を講じ、マネロンを防止することは非常に重要なことです。

（3） 国際的な協力の必要性
マネロンの多くは、違法資金を金融機関の預貯金に預け入れる等して合法的なお金に紛れ込

ませ、その出所がわからなくするという方法によって行われます。そして、金融機関に預け入

れられたお金は、容易に海外送金をすることが可能になります。

　そのため、マネロンを防止するためには、一国のみで対策を講じるのでは不十分であり、国

際的な協力関係の下、マネロン対策を講じていくことが必須となります。

日本におけるマネロン対策の現状2

（1） FATF第 4次審査では日本は「重点フォローアップ国」
　1989年 7月、マネロン対策の国際的な協力強化のため、先進主要国を中心とした国際組織

Point

1 日本のマネロン対策の現状

今、世界中で取組みが進むところ、各国の協力は欠かせない。国際社会におけ
る日本の金融機関の動きをみてみよう。

広義
マネロン

狭義
マネロン

［ マネロン対策の全体像 ］

テロ
資金対策

大量破壊兵器
資金対策

組織犯罪対策
麻薬犯罪の資金
洗浄防止

マネロン対策の
全体像はこのよう
なイメージなイメージ
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PART2
疑わしい取引の
気づきポイント
ここからは、窓口対応のシミュレーション。取引時確認におけ
る不十分な対応例を参考に、「疑わしい取引」を見逃さないた
めのポイントを学ぼう。



（お客様）

この口座のお金を全額おろしてください。

（生活費の決済として開設された口座か。通帳には、
複数の口座から入金があるな）1

失礼ですが、この通帳には複数の口座からの入金があ
るようですが、どういったご用途でしょうか ? 2

あぁ、実は副業をしていまして。
その収入なんです。

新しく車を買い換えようと思ってね。

そうでしたか。3  それと、差し支えなければ、今回の
お引き出しのご事情を伺ってもよろしいでしょうか ?

あなたなら
どうする!?

複数の口座から頻繁に入金がされている
口座からの、全額の出金依頼を受けました。

Case

1
複数口座から入金される
口座の全額出金

 気  づ  き ポイント!
1  口座開設目的と実際の使途が異なっていることの確認は good!
2  複数口座からの頻繁な入金は不自然。ココもチェックできている。
3  本当に副業の収入 ? 全額の出金依頼はマネロンの疑いアリ ?

ありがとうございます。
それではお手続きいたしますね。

（JA職員）

この依頼、受けてしまって本当に大丈夫！？
ちょ
っと

待って
！ちょ

っと

待って
！
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確認テスト（p.26）の解答

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
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